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第
四
十
五
回
東
京
葛
城
会
は 、

昭

和
四
十
五
年
卒
の
佐
藤
孝
史
幹
事
の

司
会
に
よ
り
平
成
十
六
年
十
月
二
十

一

日
上
野
精
養
軒
で 、

百
四
十
名
の

同
窓
生
が
集
い
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た 。

開
会
の
辞
の
後 、

物
故
さ
れ
た

同
窓
へ
の
黙
祷 、

会
長
挨
拶 、

事
務

局
長
の
会
情
報
告
が
あ
り 、

次
い
で

来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た
霜
證
次
郎

同
窓
会
長
の
挨
拶 、

大
野
敬―
二
校
長

先
生
の
進
学
状
況
を
含
め
た
学
校
概

況
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

恩
師
は 、

今
回
は
依
田
究
市
先
生
に
ご
出
席
頂

き
ま
し
た 。

鈴
木
定
雄
先
輩
の
音
頭
で
乾
杯
を

し
懇
談
に
入
り
ま
し
た
が 、

近
況
報

告 、

情
報
交
換 、

四
方
山
話
な
ど
に

花
が
咲
き
ま
し
た 。

余
興
と
し
て 、

毎
年
異
な
る
の
で

す
が

、

今
年
は
千
葉
高
同
窓
生
で

、

慶
応
義
塗
大
学
奇
術
愛
好
会
の
皆
さ

ん
に
出
演
頂
き
好
評
を
博
し
ま
し

こ。
t

フ
ィ
ナ
ー
レ
は 、

恒
例
の
校
歌
斉

東
京
葛
城
会
副
会
長

近
藤
喜
久
夫

（
昭
和―
二
十
五
年
卒）

®
⑯
⑫
④
⑥
 

＊
東
京
葛
城
会

唱
で
す 。

旧
制
中
学
校
時
代
の
も
の

と 、

新
制
高
等
学
校
の
も
の
と
順
番

に
歌
い
ま
し
た
。

指
揮
は 、

旧
制
側

か
ら
斎
藤
喜
久
三
先
輩
が 、

新
制
側

か
ら
は
宮
崎
勝
弘
先
輩
が
と
ら
れ 、

斎
藤
先
楚
の
吹
く
ラ
ッ

パ
の
音
に
乗

っ
て
声
を
限
り
に
歌
い
ま
し
た
。

同

窓
生
が
心
を
一

っ
に
し
た
ひ
と
と
き

で
し
た 。

最
後
に
米
年
度
の
総
会
を
担
当
す

る
昭
和
四
十
六
年
卒
の
小
島
晶
幹
事

か
ら 、

閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

こ。tこ
の
総
会
に
至
る
ま
で
の
中
間
で

は 、

中
村
浩
紹
会
長
（
昭
和
二
十
九

年
卒）

の
も
と 、

箕
輪
正
美
事
務
局

長
（
昭
和
四
十
四
年
卒）

の
司
会
に

よ
り 、

観
桜
会 、

準
備
会 、

忘
年
会

（
次
年
度
計
画）

と―
二
回
の
幹
事
会

が
開
か
れ
ま
す 。

最
近
の
幹
事
会
で
の
話
題
は 、

若

い
世
代
の
同
窓
会
へ
の
和
極
的
参
加

を
望
む
声
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す 。

ニ
ー―――

名
の
友
人
を
誘
い

、
一

度
総

会
に
出
れ
ば 、

ま
た
次
回
も
来
よ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
の
に
と
話

し
合
っ
て
い
ま
す 。

ロ
コ
ミ
を
通
じ

な
が
ら 、

会
勢
の
伸
展
に
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す 。

（
波

紋）

個
人
的
な
こ
と
で
す
が 、

高
校
に

入
学
し
て
最
初
の
害
道
の
時
間
で
の

こ
と 、

種
谷
扇
舟
先
生
の
ご
指
導
で 、

中
国
の
古
典
を
臨
害
す
る
も
の
で
し

こ。
私
は 、

唐
・

太
宗
皇
帝
の
「
温
泉

の
銘
」

を
選
び
ま
し
た
が 、

そ
れ
が

き
っ
か
け
で 、

中
国
へ
の
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た 。

中
国
の
文
物
に
ふ
れ
な
が
ら 、

後

年 、

地
元
の
日
中
友
好
協
会
に
入
会

し 、

や
が
て
実
際
に
中
国
を
訪
問
す

る
よ
う
に
な
り 、

既
に
三
十
回
位
に

な
り
ま
す 。

西
安
の
華
清
池
で
は 、
「
温
泉
の

銘」

の
石
碑
を
見
て
感
動
し
ま
し
た 。

そ
の
後 、

南
行
徳
駅
前
に
ビ
ル
を
建

て 、

名
称
は
「
弘
文
館」

と
し
ま
し

た 。

太
宗
皇
帝
が
政
府
高
官
の
子
弟

の
教
育
の
場
と
し
て
建
て
た
「
弘
文

館」

に
因
ん
だ
も
の
で
す 。

七
年
前
に 、
「
三
国
志
の
旅」

を

企
画
し 、

高
校
時
代
の一
二
人
の
同
級

生
女
史
に
も
同
行
し
て
も
ら
い

、

諸

葛
孔
明
終
焉
の
地 、

五
丈
原
ま
で
行

き
ま
し
た
。

後
で
同
級
生
の
男
性
諸

氏
か
ら
婉
曲
的
な
羨
望
の
声
が
耳
に

入
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん 。
平
成
十
四
年一
一
月
の
同
窓
会
総
会

で 、

中
国
を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手 、

雀
岩
光
さ
ん
に
美
し
い
コ
ロ
ラ
ト
ゥ

ー
ラ
・

ソ
プ
ラ
ノ
を
披
露
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が 、

彼
女
を
知
っ
た
の
も 、

そ
ん
な
活
動
の
中
か
ら
で
す 。

高
校
時
代
の
書
道
の
時
間
に
出
会

っ
た
太
宗
皇
帝
の
書
で
し
た
が 、

書

の
世
界
へ
の
発
展
は
な
く 、

そ
の
波

紋
は 、

中
国
文
化
へ
波
及
し 、

い
ま

な
お
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す 。

現
在 、

地
元
の
タ
ウ
ン
紙
に 、

中
国
旅
行
記

を
シ
リ
ー

ズ
で
執
筆
し
て
い
ま
す 。








